
事務所棟2階見学者ホール集合

武蔵野クリーンセンター・むさしのエコr eゾート

日時： 2 0 2 5 年 2 月 2 7 日 ( 木 )  1 4 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0
集 合 場 所 ： 武 蔵 野 セ ン タ ー  事 務 所 棟 2 階 見 学 者 ホ ー ル 1 3 : 4 5 受 付

■所 在 地 ：〒18 0 - 0 0 1 2 東京都武蔵野市緑町3丁目1番5号
■参 加 費 ：￥2 , 0 0 0
■募集人数：30名（申込先着順）
■Ｃ Ｐ Ｄ ：ＣＰＤプログラム申請中
■申込方法：2 / 25までに下記フォームより
　　　　　　必要事項をご記入の上、お申込み下さい
■申込UR L：https://jiakantokankyo.peatix.com/

■当日緊急連絡先：09 0 - 8 0 4 3 - 7 8 4 2 担当：菅

QRコード

設計者：水谷俊博（水谷俊博建築設計事務所/武蔵野大学）、木村浩（武蔵野市）

）

主催／お問い合わせ先
JIA 関東甲信越支部 環境委員会

E - M a i l ：jiakantokankyo ＠ gmail .com
H　　 P ：https://www.j ia-kanto.org/

：https :// j ia-eal .org/

公益社団法人日本建築家協会
The Japan Institute of Architects

ごみ処理施設は、迷惑施設というイメージが強い建築であった。当施設は、建て替えに伴い、市民が自由に集まり活動できるオープンな施設とし、10年以上にも及ぶ市民と

の協働で新たな施設のあり方を実現している。また、旧清掃工場の一部を保存し再利用することで建設時のCO2削減にも寄与している。外観は武蔵野の雑木林に配慮しテラ

コッタルーバーとし、屋上は緑化・農園として利用。エネルギー面では、焼却の排熱利用によるごみ発電、CGS等の熱と電気のエネルギーを、市役所、体育館、中学校やコミュ

ニティセンターに供給している。それらは、地域の環境への配慮と地域の災害時行政機能維持にも貢献している。行政と建築家、市民が一体となっての新たな施設の構築を

）治邦木々佐：評講（。たっなと賞受の賞秀優れさ価評く高がとこたし践実

第23回 J I A環境建築賞  優秀賞作品見学会


